
令和４年度 子どもアンケート結果（概要版） 

 
 

１ 調査の概要 

●目的 

町内に居住する児童の放課後の過ごし方や、ニーズを把握するために調査を実施。 

また、家族の中で「お世話」をしている人がいる児童の割合を把握することで、今後町が取り組むヤングケア

ラー施策の参考の為調査を実施した。 

●調査設計 

①調査対象 令和４年１２月１日時点で町内に居住する小学４年生～高校３年生相当の児童全員 

②調査対象人数 １，５３９人 

③調査方法 各家庭に調査票を郵送。返信用封筒にて調査票回収。 

④調査項目 

【小学生】            【中学生】           【高校生相当】 

              

 

●アンケート回収状況 

小学生 276票（回収率 276/524 52.7％） 

中学生 215票（回収率 215/565 38.1％）  

高校生相当 128票（回収率 128/450 28.4％） 

全体 619票（回収率 619/1539 40％） 

 

小学４年生が 15.3％と最も高く、次いで、 

小学６年生が 14.9％の順となっている。 

 

２ 調査結果（一部抜粋） 

●自由に使える機器について             ●放課後の過ごし方※小中学生のみ 

            

 

       ●地域にあったらいいと思う場所      

                          小中学生は「ボール遊びができる公園」が最も高く、 

                          高校生はインターネットが使える施設が最も高い。 

                          

                          自由記載欄にて小学生の回答（90人）のうち「ボー 

ル遊びができる公園がほしい」と記載した児童は 29

人であった。 

 

●「お世話」をしている人の有無  

 

 ●お世話をしている人の有無                ●お世話をしている人 

   

●お世話の内容          

                全体的にお世話をしている人について「弟、妹」

と回答した児童が最も多く、内容については

「危ないことがないか見守り」が最も多い結果

となった。 

                また、「日本語や手話など通訳」と回答した割合

は小学生 0％に対し、中学生は 15.8％、高校生

相当は 14.3％との結果となった。 

                        

 

    ●困っていること、つらいと感じていること       ●家族以外に悩みを相談したい方法 

   

全体的に悩みを相談する手段として「会って話す」と答えた割合が最も高いが、「ＳＮＳで相談  

する」、「メールで相談する」、「電話で相談する」と答えた児童も多い結果となった。 


